
森林被害・影響の把握

森林におけるエゾシカ対策～森林管理者がエゾシカを捕獲する時代へ～
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エゾシカの生息密度の推定
個体数指数の推定

ライントランセクト法
カメラトラップ法

捕獲適地の推定
銃猟による捕獲適地
囲いワナによる捕獲適地

施業予定との重ね合わせ

捕獲手法の開発
銃猟
大型囲いワナ
小型囲いワナ
くくりワナ

捕獲計画の立案

捕獲の実行

社会的条件
捕獲手法の制限
捕獲の担い手
捕獲個体の利用・処分
予算の確保

捕獲の効果検証 捕獲個体の有効活用

本研究の一部は、酪農学園大学と共同で実施している北海道立総合研究機構の重点研究「森林管理

と連携したエゾシカの個体数管理手法に関する研究」（平成24～28年度）の成果です。

捕獲の実行体制
計画立案の中心となる
コーディネーター
捕獲現場の環境整備
捕獲、回収従事者
捕獲個体の利用、処分

天然林の簡易チェックシート

森林被害・影響の把握

簡易チェックシートによる天然林の影響評価や人工林における被害調査によって、森林被害の状況が

把握されるようになりました。

エゾシカの生息密度の推定

北海道東部地域、西部地域についてエゾシカの個体数が推定されていますが、現在、より小さな地域

を対象として生息密度を推定するため、ライントランセクト法やカメラトラップ法について検討しています。

捕獲手法の開発

エゾシカ捕獲の手法は銃猟が中心ですが、囲いワナやくくりワナが有効な場合もあり、状況に応じて使

い分ける必要があります。道総研では、森林内でも運用できる小型囲いワナの開発をすすめています。

捕獲適地の推定

捕獲の手法ごとに、実施可能な場所にさまざまな制約があります。森林GISに蓄積された情報を活用

することにより、捕獲が可能な適地を絞り込むことが可能です。

捕獲計画の立案・実行体制の構築

森林被害・影響、エゾシカの生息密度、捕獲適地を重ね合わせることにより、効率的に捕獲ができる

場所を絞り込むことができます。捕獲には多くの関係機関の連携が必要であり、捕獲したエゾシカの有

効活用や処分まで考慮して、実行体制を構築しなければなりません。

捕獲の効果検証

森林被害・影響やエゾシカの生息状況のモニタリングを継続することで、捕獲の効果を検証することが

できます。また、萌芽幹の成長や草本植物の開花状況などを指標とした評価手法について検討してい

ます。
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